
令和 8年度 第 5回 白鳥地域協議会 会議要録 

日時：令和 8年 9月 28日（月）19時 00分～ 

場所：白鳥振興事務所 1階会議室 

出席者：（白鳥地域協議会委員） 

竹下英樹、可児未希、堀込康史、宮崎香穂理、渡邊里衛、佐藤桃香 

（事務局）佐藤振興事務所長、和田振興課長、瀬木課長補佐、青木課長補佐 

欠席者：田中直人、加我嘉章 

 

1. 開会 

2. 協議事項 

（1）白山長滝神社 観光ガイドの日程について 

・11月上旬頃を想定 

候補日時：10月 31日（土）、11月 7日（土）、11月 8日（日）（いずれも午前中） 

日程決定に向け、LINEにてアンケート（3案提示）を実施予定。 

 

・運用・課題の確認 

観光ガイド 1人あたり、何人まで参加可能か確認し、可能であれば一般公募も検討する。単に観光

ガイドを体験するだけでなく、今後ガイドを担ってくれる人材の育成や人材発掘へつなげる目的を持

たせて実施してはどうかという案あり。 

情報共有として、10月 31日（土）午後 1時～ 長滝白山神社において、生涯学習課主催の『サテ

ライト大学「ブラ郡上」』が開催される。 

 

（2）公民館・集会施設等の活用チラシについて 

・各公民館・集会所の使い方について、以前自治会長に回答してもらったアンケートを基に、A4サイズ

の使い方ガイドを作成し、10月 23日の自治会長会議にて配布予定。 

紙媒体だけでなく、変更に対応できるようデータの活用もご案内する。 

 

・単に使い方ガイドを作成・配布しても、なかなか活用につなげるのは難しい。「活用方法の具体例」等

＋αの資料・説明をつけて配布してはどうかとの提案があり、9月 30日に「今後の公民館のあり方」に

ついての公民館担当者の全体会議が開催されるため、その情報を踏まえてチラシ内容や文章をブラッ

シュアップする。 

 

（3）第 2回 白鳥おどりフォーラムについて 



・開催予定日時：11月 29日（日）10:00～ 

・案内状の送付対象 

白鳥踊り実行委員会委員、白鳥自治会長、白鳥地域の市議会議員、 

中学校・小学校へは別途案内 

LINE公式アカウント等で一般参加者へも周知 

案内文書については内容を検討し、また 11月上旬に送付する予定 

・会議の目的と今後の方向性 

第 1に、今年度の白鳥おどり活性化のための白鳥中生徒会活動を発表する場を提供すること。 

 

単なる今年のおどりに関しての報告に終わらせず、「来年の白鳥おどりをより良くするための改善

案」や「冬の間に解決できる課題」を協議できる場を作りたい。また、問題点を話し合う場を提供する

だけではなく、地域協議会として協力できることの提案の場として、このフォーラムを活用したい。 

 

単なる集客だけでなく、拝殿踊りの作法（下駄の鳴らし方、マナー等）や白鳥おどりの歴史、唄の

意味などに関する知識や情報をイラストや冊子等でわかりやすく発信・共有していけたら良いのでは

ないか。 

 

・フォーラムの具体的な内容については、また次回協議会で検討する 

（4）その他 

・白鳥公式 LINE、Instagramの運用の見直し 

郡上市公式 LINEができたことによって、白鳥公式 LINEのあり方を検討する時期にある。今後は

単なる広告配信（発信者目線）・情報発信から、地域住民や訪問者が読みたくなる記事（読者目線、

豆知識、人物紹介、おどりのマナー等）を盛り込んだ運用（既存情報 7割：雑学・企画記事 3割程度）

へシフトしていきたい、と考えている。 

 

・持続可能な運営に向けて、キャッシュポイントの作り方や人件費の抑え方など、ビジネスモデル全体

見直しも並行して検討していく予定。 

 

・次回協議会予定は、11月 9日（月）、11日（水）、13日（金）午後 7時～のいずれか 

 

3. 閉会 


